
 

 

いよいよ２学期が始まりました 
 

統括校長 折橋 信二 
 

昨日９月１日に始業式があり、１学期の終業式に「元気な姿で登校することが君たちの一番大切な宿題

です。」と話した通り、生徒の元気な姿を見ることができ、一安心しました。休業中に大きな事件・事故もなく無

事に登校できたことに生徒の生活態度の良さとご家庭のお子さんとの良い関わりがあってできたものと思いま

す。ご家庭のご協力に感謝申し上げます。 

夏季休業中の 7 月２８日から２泊３日で２年生は、栃木県大田原市に農業体験に行きました。農家に泊

まらせていただき、素晴らしい体験ができました。受け入れてくださった農家の方々はとても大変だったと思いま

す。農家の方々の心温まる対応に触れ、参加した生徒一人一人の心の豊かさの醸成につながったと思いま

す。ありがとうございました。 

８月３０日に行われたＰＴＡ主催の『コマ中まつり』には多くの生徒の参加があり、小学生や卒業生の姿もち

らほら見えました。ＰＴＡの方や先生方とふれあいができて、良かったと思います。また SDG'ｓ×英語部、茶道部、

吹奏楽部と演劇部の皆さんの活動もお祭りを盛り上げてくれました。 

皆さんは、「処暑（しょしょ）」という言葉を聞いたことがありますか？処暑とは、二十四節気（にじゅうしせっき）

の一つで、暑さが和らぎ、厳しい暑さが峠を越す頃を指します。「処」の字には「とどまる」「おさまる」といった意

味があり、「暑さがおさまる」という意味にもなります。 

二十四節気は、1 年を春・夏・秋・冬の 4 つの季節に分け、それぞれの季節をさらに 6 つに分けた 24 の季

節です。日付はその年の太陽の動きをもとに決められているため、毎年異なります。太陽の黄経（こうけい）が

150 度に達する日にあたり、今年の処暑は、8 月 23 日〜9 月 6 日になります。しかしながら、地球温暖化の

影響で、酷暑が続いています。熱中症に十分に気をつけて過ごしてください。 

今年は、戦後 80 年という大きな節目の年です。戦争を直接体験した世代が少なくなり、戦争の記憶が風

化しつつある今、私たちには平和の尊さを次の世代へ語り継ぐ責任があります。今後は、体験者の声に代わ

って、記録や映像、そして教育の力で平和の大切さを伝えていく時代です。小松川中学校では、これからも平

和を守る心を育てる教育を大切にしてまいります。 

夏休みが明け、生徒の皆さんが元気に登校する姿に、学校にも再び活気が戻ってきました。２学期は行事

も多く、仲間との協力や挑戦の機会が増える時期です。また上級生から下級生にいろいろなことが、バトンタ

ッチされる時期です。３年生は、自分の進路について、具体的に真剣に考える時期でもあります。生徒一人

一人が心も身体も大きく成長できるよう、教職員一同、英知を結集させ全力で指導・支援してまいりたいと存

じます。今後も学校へのご支援ご協力をよろしくお願い申しあげます。 

 

５月に実施した生活意識調査について、不登校対応巡回教員の先生が結果をまとめて、それをもとに校

内研修会を行いました。集計結果の一部を裏面に記載します。本校の教育活動の状況を把握する参考にし

ていだければと存じます。 
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調査の目的 

不登校の未然防止の視点で、教職員の思いや願いと生徒とに差があるかどうかを確認し、日常の指

導が魅力ある学校づくり（居場所づくりと きずなづくり）になっているかどうか点検する。 

※実施する時期の目安 

１回目：５月頃に実施し、実態把握及び組織的な取組決定に活用する。 

２回目：10 月頃に実施し、効果検証及び取組の修正・改善に活用する。 

３回目：２月頃に実施し、効果検証及び成果・課題の整理に活用する。 

生活意識調査の結果（抜粋）不登校対応巡回教員の先生が結果をまとめて、 

小松川中学校 生活意識調査（1 学期）報告 

他校に比べると高い 


